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と
し
て
不
可
欠
な
こ
と
を
学
習
す
る
。
こ
の

「
公
共
」
を
学
ぶ
こ
と
で
期
待
さ
れ
る
の
は

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
能
力

だ
ろ
う
★
デ
ィ
ベ
ー
ト
と
一
口
に
言
っ
て
も

や
り
方
は
多
数
あ
る
が
、「
公
共
」
の
学
び
で

は
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
形
式

よ
り
も
、
欧
米
の
形
式
が
良
い
と
考
え
ら
れ

て
い
る
よ
う
だ
。
日
本
の
中
学
・
高
校
で
は

事
前
に
ど
の
立
場
で
行
う
の
か
決
め
、「
肯
定

派
」「
否
定
派
」
に
分
か
れ
て
資
料
を
読
み
込

み
、
提
案
を
作
り
こ
ん
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
挑

む
た
め
、
そ
の
立
場
に
偏
っ
た
考
え
が
多
く

な
っ
て
し
ま
う
。
一
方
、
欧
米
で
の
主
流
な

デ
ィ
ベ
ー
ト
は
、
当
日
に
く
じ
引
き
で
「
肯

定
派
」「
否
定
派
」
を
決
定
す
る
た
め
、「
こ

の
立
場
な
ら
Ａ
だ
。
あ
の
立
場
な
ら
Ｂ
だ
」

と
い
う
具
合
に
様
々
な
視
点
に
立
っ
て
考

え
、
議
論
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
か

ら
の
日
本
に
は
多
角
的
な
視
点
を
持
ち
、
ど

の
立
場
に
立
っ
て
も
議
題
に
挙
が
っ
て
い
る

問
題
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
を

育
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
★
「
公
共
」
を
学
ぶ
う
え
で

も
、
こ
れ
か
ら
政
治
に
参
加
し
て
い
く
た
め

に
も
デ
ィ
ベ
ー
ト
は
必
要
不
可
欠
。「
日
本
人

は
議
論
が
苦
手
だ
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、

協
調
を
重
ん
じ
る
気
質
、
自
分
の
意
見
を
言

う
の
が
苦
手
な
人
が
多
い
こ
と
が
理
由
に
挙

げ
ら
れ
る
。「
公
共
」
の
学
び
を
通
じ
、
こ
の

よ
う
な
欠
点
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。
合
わ
せ
て
、
今
後
公
表
さ
れ
る
学
習

指
針
に
も
注
目
し
て
い
こ
う
。  【
浦
澤
愛
理
】
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１
年
１
・
２
組
（
国
際
英
語
コ

ー
ス
）
の
　
人
は
、
７
月
８
日
に

５３

ア
メ
リ
カ
英
語
研
修
に
出
発
し
た

＝
写
真
。
一
行
は
　
日
ま
で
の
日

２７

程
で
、
オ
レ
ゴ
ン
州
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
近
郊
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い

な
が
ら
、
英
会
話
の
授
業
や
フ
ィ

ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
こ
な
し
て
英
語
力
向
上
を

目
指
す
。

　
研
修
中
、
地
元
の
老
人
ホ
ー
ム

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、
オ

レ
ゴ
ン
産
業
科
学
博
物
館
を
見
学

し
な
が
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
授
業
、
警
察
署
や
消
防
署

を
訪
問
す
る
社
会
研
修
な
ど
、
多

彩
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
計
画
さ

れ
て
い
る
。
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Ｑ
１
．
ど
う
し
て
生
徒
会
長
に

な
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
す
か
？

Ａ
．
現
在
、
ユ
ネ
ス
コ
部
に
入

っ
て
い
て
、
生
徒
会
執
行
部
と

部
活
動
と
の
共
同
活
動
を
増
や

す
こ
と
で
、
国
際
生
全
員
が
楽

し
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。ま
た
、

ユ
ネ
ス
コ
部
で

地
域
清
掃
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
経
験

し
ま
し
た
が
、

こ
の
経
験
を
大

い
に
生
か
せ
る

の
で
は
な
い
か

と
思
っ
た
か
ら

で
す
。

Ｑ
２
．
生
徒
会

長
と
し
て
、
ど

ん
な
活
動
に
力

を
入
れ
た
い
で

す
か
？

Ａ
．
特
に
、
生

徒
会
活
動
の
「
可
視
化
」
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
各
委
員
会
に
活
動
状

況
な
ど
を
記
録
し
た
報
告
書
の

よ
う
な
も
の
を
提
出
し
て
も
ら

い
、
全
校
生
徒
に
配
信
し
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

生
徒
会
と
し
て
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
も
今
ま
で
通
り
実
施
し
て
い

き
、
生
徒
会
に
少
し
で
も
興
味

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ
３
．
生
徒
会
長
と
し
て
の
抱

負
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
．
多
く
の
生
徒
に
生
徒
会
の

活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
、
興
味

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に

参
加
す
る
生
徒
が
増
加
す
る
よ

う
に
、
し
っ
か
り
と
呼
び
か
け

て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ
４
．
国
際
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
．
こ
れ
ま
で
以
上
に
生
徒
会

に
対
し
て
の
興

味
、
関
心
を
持

っ
て
学
校
生
活

を
送
っ
て
い
っ

て
も
ら
え
れ

ば
、
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
ま

た
、
生
徒
会
へ

の
意
見
や
質
問

が
あ
れ
ば
、
改

善
な
ど
を
積
極

的
に
進
め
て
い

く
つ
も
り
な
の

で
、
気
軽
に
寄

せ
て
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で

す
。
効
率
的
な

生
徒
会
運
営
を

行
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
高
島
新
執
行
部
の
活
躍
を
期

待
し
た
い
。

生
徒
会
活
動
を
可
視
化
し
た
い

第 55 回
体育大会 限界超えた熱限界超えた熱戦戦

青
龍
団
3
冠
達
成
！

C
h
a
lle
n
g
e
yo
u
r
lim
its

　
第
　
回
体
育
大
会
が
６
月
　
日
、「
 
 
 
   
 
 
 
   
 
     
   
～
声
、
枯
れ
る
ま
で
　
体
、
果
て
る
ま
で
～
」
の
テ
ー
マ

５５

１３

の
も
と
開
催
さ
れ
、
４
つ
の
団
が
闘
志
を
燃
や
し
て
戦
っ
た
。

　
当
日
の
朝
は
、
前
日
の
雨
の
影

響
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状
態
が
悪
く

一
時
は
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、

生
徒
達
の
懸
命
な
整
備
に
よ
り
、

開
始
時
刻
が
遅
れ
大
幅
な
種
目
変

更
が
あ
っ
た
も
の
の
、
無
事
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
各
部
門

の
順
位
は
次
の
通
り
。

総
合
成
績
＝
１
位
　
青
龍
団

　
　
　
　
　
２
位
　
白
虎
団

競
技
の
部
＝
１
位
　
黄
麟
団

　
　
　
　
　
２
位
　
青
龍
団
　

応
援
の
部
＝
１
位
　
白
虎
団

　
　
　
　
　
２
位
　
青
龍
団

デ
コ
の
部
＝
１
位
　
青
龍
団
　

　
　
　
　
　
２
位
　
白
虎
団

衣
装
の
部
＝
１
位
　
白
虎
団

　
　
　
　
　
２
位
　
青
龍
団

　
新
種
目
「
華
の
ス
テ
ー
ジ
」
が

追
加
さ
れ
た
今
年
、
３
冠
を
と
り

総
合
優
勝
に
輝
い
た
の
は
青
龍
団

だ
っ
た
。
青
龍
団
団
長
の
柴
垣
胤

希
君
（
　
Ｈ
）
は
「
総
合
優
勝
を

３１

と
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
全
て

の
団
員
の
皆
様
と
先
生
方
の
お
か

げ
で
す
。
体
育
大
会
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
全
て
の
人
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」と
感
謝
の
思
い
を
語
っ
た
。

　
午
後
の
部
は
応
援
合
戦
か
ら
始

ま
っ
た
。
各
団
、
キ
レ
キ
レ
な
踊

り
や
気
迫
あ
ふ
れ
る
エ
ー
ル
を
披

露
し
、
応
援
合
戦
は
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

　
応
援
優
勝
に
輝
い
た
の
は
白
虎

団
。
白
虎
団
応
援
団
長
の
ワ
ト
ソ

ン
瑛
士
君
（
　
Ｈ
）
は
「
騎
馬
戦

３１

で
肩
を
脱
臼
し
て
し
ま
っ
た
ん
で

す
け
ど
、
そ
れ
で
も
戻
っ
て
踊
り

た
い
と
思
え
る
団
で
し
た
。正
直
、

最
高
に
楽
し
か
っ
た
２
週
間
で
し

た
」
と
熱
い
思
い
を
述
べ
た
。

　
当
日
、
新
聞
部
は
今
年
も
１
日

４
回
速
報
を
発
行
し
ま
し
た
。
速

報
新
聞
を
手
に
と
っ
て
読
ん
で
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 　
 【
田
中
啓
雅
】

３冠を達成して大喜びする青龍団

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
決
め
た
男
女
テ
ニ
ス
部
メ
ン
バ
ー

　
テ
ニ
ス
部
は
、
５
月
の
県
高
校

春
季
大
会
の
男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
砂

田
正
樹
（
　
Ｈ
）
得
地
健
太
（
　

３３

３８

Ｈ
）
ペ
ア
が
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で

谷
井
涼
香
（
　
Ｈ
）
高
輪
梨
奈

３７

（
　
Ｈ
）
ペ
ア
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

３３
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
決
め

た
。
ま
た
、
６
月
の
県
高
校
総
体

で
は
男
女
と
も
に
団
体
優
勝
、
男

子
シ
ン
グ
ル
ス
で
砂
田
君
が
優

勝
、
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
谷
井
さ

ん
が
優
勝
、
高
輪
さ
ん
が
準
優
勝

に
輝
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
へ
の
切
符
を
手
に
し
た
。

　
６
月
の
北
信
越
総
体
で
も
団
体

と
ダ
ブ
ル
ス
で
本
校
初
の
優
勝
に

輝
い
た
男
子
の
砂
田
主
将
は
「
３

年
間
の
集
大
成
と
し
て
、
精
一
杯

や
り
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
８
月
１
～
８

日
、
三
重
県
四
日
市
市
で
行
わ
れ

る
。

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、
４
～
６

月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
県
高
校
総

体
の
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
大
野
み
る

（
　
Ｈ
）
山
本
羽
純
（
　
Ｈ
）
ペ

３７

３７

ア
が
優
勝
、
高
木
梨
名
（
　
Ｈ
）

３９

インターハイに向けて気合十分のバドミントン部

松
田
藍
（
　
Ｈ
）
ペ
ア
が
３
位
、

３８

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
山
本
さ
ん
が

優
勝
、
さ
ら
に
女
子
団
体
で
優
勝

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
出
場
を
決
め
た
。

　
主
将
の
松
田
さ
ん
は
「
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
で
の
目
標
は
、
全
国
ベ
ス

ト
８
以
上
。
自
分
達
ら
し
く
思
い

っ
き
り
の
プ
レ
ー
で
、
ベ
ス
ト
を

尽
く
し
ま
す
」と
決
意
を
述
べ
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
８
月
４
～
９

日
、静
岡
県
浜
松
市
で
行
わ
れ
る
。

5
つ
の

5
つ
の
部部
　全
国
の
舞
台

全
国
の
舞
台
へへ

　
放
送
部
は
、
６
月
に
行
わ
れ
た

第
　
回
県
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

５７
で
、
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、
研

　
科
学
部
は
、
８
月
７
～
９
日
に

長
野
県
茅
野
市
の
諏
訪
東
京
理
科

大
学
な
ど
で
行
わ
れ
る
第
　
回
全

４２

国
高
校
総
合
文
化
祭
の
自
然
科
学

部
門
に
出
場
す
る
。
昨
年
秋
の
県

高
文
祭
で
、
地
学
部
門
の
研
究
発

表
で
優
秀
賞
に
輝
き
、
初
の
出
場

権
を
得
た
。
今
は
大
会
に
向
け
、

前
を
見
て
相
手
に
伝
わ
り
や
す
い

発
表
が
で
き
る
よ
う
練
習
に
励
ん

で
い
る
。
部
長
の
松
木
風
香
さ
ん

（
　
Ｈ
）
は
「
研
究
の
成
果
を
発

３９
揮
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と

意
気
込
み
を
み
せ
た
。

　
新
聞
部
は
、
８
月
９
～
　
日
に

１１

長
野
県
長
野
市
の
若
里
市
民
文
化

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
第
　
回
全
国

４２

高
校
総
合
文
化
祭
に
出
場
す
る
。

「
全
国
高
校
新
聞
年
間
紙
面
審

査
」
に
　
年
連
続
で
入
賞
し
て
お

２２

り
、今
年
も
受
賞
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
北
日
本
新
聞
に
掲
載
さ
れ

る
「
ら
い
ち
ょ
う
」
や
、
全
国
に

配
布
さ
れ
る
「
そ
う
ぶ
ん
ニ
ュ
ー

ス
」
の
取
材
・
編
集
も
行
う
。

  高島新執行部が発足生徒会

これまで以上に生徒会に関心を

男
女
団
体
で

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ

テニス部

３

部

門

で

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

バドミントン部

全
国
総
文
に

初

出

場

科学部

　
年
連
続

３８Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
へ

放送部

長
野
総
文
へ

新聞部

究
発
表
、
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

の
各
部
門
で
優
秀
賞
を
獲
得
し
、

７
月
　
～
　
日
に
東
京
で
行
わ
れ

２４

２７

る
第
　
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放

６６

送
コ
ン
テ
ス
ト
に
　
年
連
続
で
出

３８

場
が
決
定
し
た
。
ま
た
、８
月
９
・

　
日
に
長
野
県
岡
谷
市
の
カ
ノ
ラ

１０ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
第
　
回
全
国

４２

高
校
総
合
文
化
祭
に
も
ビ
デ
オ
メ

ッ
セ
ー
ジ
部
門
で
出
場
す
る
。
部

長
の
石
坂
龍
生
君
（
　
Ｈ
）
は

３４

「
全
国
大
会
で
優
勝
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ

た
。

ア
メ
リ
カ

語
学
研
修
に
出
発

　
今
年
も
、
運
動
部
・
文
化
部
と
も
に
大
活
躍
の
国
際
高
。
テ
ニ
ス
男
女
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
科
学
、
放
送
、
新
聞
の
５
つ
の
部
が

全
国
大
会
に
出
場
す
る
。

　
２
０
２
０
年
度
に

小
中
高
校
で
順
に
ス

タ
ー
ト
す
る
新
学
習

指
導
要
領
に
関
し

て
、
文
部
科
学
省
は

２
０
２
２
年
度
か
ら

高
校
の
必
修
科
目
と
し
て「
公
共
」（
仮
称
）を

設
け
る
案
を
公
表
し
て
い
る
★
「
公
共
」
は

暗
記
科
目
で
は
な
く
、
日
本
社
会
に
関
わ
れ

る
よ
う
責
任
を
持
ち
、
議
論
に
参
加
で
き
る

力
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

る
。
２
０
１
６
年
度
に
選
挙
権
年
齢
が
　
歳
１８

以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
選

挙
な
ど
の
政
治
に
参
加
す
る
う
え
で
必
要
な

こ
と
を
学
び
、
家
族
制
度
や
消
費
行
動
、
雇

用
、
社
会
保
障
、
契
約
な
ど
、
社
会
の
一
員 　

平
成
　
年
度
後
期
生
徒
会
役
員
選
挙
が
７
月
　
日
に
行
わ
れ
、
信
任
投
票
の
結
果
、
生
徒
会
長

３０

１７

に
高
島
拓
馬
君
（
　
Ｈ
）、
副
会
長
に
扇
谷
宇
宙
さ
ん
（
　
Ｈ
）
が
選
出
さ
れ
、
新
執
行
部
が
発
足

２３

２５

し
た
。
新
聞
部
は
、
高
島
新
会
長
＝
写
真
＝
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

今
号
の
紙
面

２
・
３
面

【
特
集
１
】

富
山
流
の
「
お
も
て
な

し
」
と
は
？
～
ど
う
な

る
富
山
の
観
光
産
業
～

４
・
５
面

【
特
集
２
】

減
ら
そ
う
！
食
品
ロ
ス

～
私
た
ち
に
も
で
き
る

こ
と
は
？
～

６
面「

学
生
時
代
」、「
続
・
留

学
生
通
信
」、部
説
な
ど


